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本
論
文
は
、
坂
口
安
吾
の
作
品
群
の
う
ち
文
芸
誌
『
靑
い
馬
』『
現
代
文

學
』『
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
か
ら
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
を
収
集
・
分
析

し
、
と
り
わ
け
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
使
用
状
態
の
変
化
と
表
現
効

果
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
は
表
音
性
に
特
化

し
た
字
種
で
あ
り
、
非
外
来
語
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
文
字
列
へ
の
埋

没
防
止
効
果
、
そ
の
語
の
強
調
効
果
・
意
味
の
ズ
レ
の
明
示
な
ど
の
役
割
が

あ
る
こ
と
が
多
く
の
先
行
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
タ
カ
ナ
表

記
が
な
さ
れ
る
文
脈
を
丁
寧
に
取
扱
っ
て
い
る
論
は
少
な
く
、
作
品
全
体
や

作
者
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
た
論
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
語
を

「
強
調
」
す
る
と
い
う
説
明
の
意
味
に
つ
い
て
も
曖
昧
さ
が
残
る
。

　

つ
づ
い
て
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
使
用
さ
れ
る
時
期
に
着
目
す
る

と
、
戦
後
昭
和
期
に
流
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
文
壇
に
お

い
て
は
伊
藤
整
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
そ
の
嚆
矢
と
見
る
む
き

が
あ
っ
た
。
一
方
、
同
時
代
の
作
家
・
坂
口
安
吾
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
は
ほ

と
ん
ど
言
及
が
な
く
、
字
種
選
択
の
面
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
家

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
坂
口
安
吾
と
い
う
個
別
の
作
家
に
絞
っ
て
カ
タ

カ
ナ
表
記
の
使
用
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
持
つ
性
質

や
文
学
作
品
に
与
え
る
表
現
効
果
を
よ
り
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。
ま
た
、
安
吾
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
変
遷
を
確
認
す
る
た
め
に
、
年
代

の
異
な
る
三
種
の
雑
誌
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　

調
査
手
法
は
、
ま
ず
作
品
群
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
す
べ
て
Ｅｘｃｅ
ｌ
に
入

力
し
、
さ
ら
に
①
外
来
語　

②
二
種
以
上
の
字
種
が
交
ぜ
書
き
さ
れ
て
い
る

語　

③
品
詞
分
類
に
適
さ
な
い
語　

④
品
詞
分
類　

と
い
う
手
順
で
デ
ー
タ

を
分
類
し
た
。
次
に
、
①
を
除
い
た
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
集
計
し

て
三
雑
誌
を
比
較
す
る
表
を
作
成
し
、
各
作
品
を
横
軸
に
と
っ
た
折
れ
線
グ

ラ
フ
を
提
示
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
安
吾
の
初
期
作
品
に
は
特
徴
的
な
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
ま
だ

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
中
期
作
品
か
ら
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
微
増

し
、
後
期
に
あ
た
る
一
九
五
〇
年
以
降
か
ら
一
頁
あ
た
り
の
非
外
来
語
の
カ

タ
カ
ナ
表
記
語
数
が
一
〇
語
を
越
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
中

で
も
大
幅
な
増
加
を
見
せ
た
の
は
名
詞
・
形
容
動
詞
群
で
あ
っ
た
。「
バ
カ
」

「
イ
ン
チ
キ
」「
マ
ジ
メ
」
な
ど
複
数
の
作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
語
は
カ

タ
カ
ナ
表
記
が
定
着
し
た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
オ
デ
ン
ヤ
」
は
安
吾

に
特
徴
的
な
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
語
の
ま
と
ま
り
を
強
調
す

る
た
め
か
、
動
詞
の
名
詞
化
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
例
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

交
ぜ
書
き
の
語
で
は
、
前
部
要
素
に
動
詞
、
後
部
要
素
に
名
詞
と
い
う
組

み
合
わ
せ
の
場
合
に
、
前
部
要
素
の
動
詞
部
分
の
み
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
四
字
熟
語
の
一
部
を
カ
タ
カ
ナ
表

記
化
し
、
漢
字
の
生
硬
さ
を
回
避
す
る
例
も
多
く
見
ら
れ
た
。「
石
ブ
ロ
」

「
ロ
ー
マ
風
呂
」「
モ
ラ
イ
ブ
ロ
」
の
よ
う
に
、
後
部
要
素
が
共
通
し
て
い
て

も
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
位
置
が
定
ま
ら
な
い
例
も
あ
っ
た
。

　

動
詞
群
で
は
、
原
則
と
し
て
語
末
の
「
る
」
の
み
ひ
ら
が
な
で
書
く
こ
と
、

受
動
態
な
ど
一
語
内
に
切
れ
目
が
あ
る
場
合
に
は
助
動
詞
「
れ
る
」
が
ひ
ら
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が
な
と
な
る
こ
と
、
準
体
助
詞
「
の
」
が
後
続
す
る
場
合
は
動
詞
部
分
が
す

べ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
と
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
っ
た
。
形
容
詞
群
は
、
語

幹
の
形
に
応
じ
て
カ
タ
カ
ナ
化
す
る
範
囲
に
違
い
が
あ
り
そ
う
で
は
あ
っ
た

が
、
一
貫
性
は
薄
か
っ
た
。

　

代
名
詞
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
用
い
ら
れ
る
例
で
は
、
中
期
の
小
説
作
品
「
波

子
」
に
使
用
さ
れ
る
「
ワ
タ
ク
シ
」
や
、
後
期
の
一
人
称
説
話
体
小
説
「
夜

長
姫
と
耳
男
」
に
お
け
る
語
り
手
・
耳
男
の
「
オ
レ
」
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

一
人
称
代
名
詞
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
化
す
る
場
合
、
そ
の
鋭
角
的
な
イ
メ
ー
ジ

か
ら
発
話
者
の
自
己
認
識
が
強
く
表
出
さ
れ
る
効
果
や
、
意
味
を
希
薄
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
話
者
と
受
け
取
り
手
（
読
み
手
）
を
断
絶
し
、
断
固

と
し
た
態
度
を
現
前
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
執
筆
者
は
こ
の

よ
う
な
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
効
果
を
「
固
有
性
表
示
」
と
し
た
。

　

特
殊
拍
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
は
、
促
音
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
後
期
に
入
っ

て
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
つ
の
語
を
分
断
す
る
か
た
ち

で
促
音
の
み
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
化
す
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
「
語
句

の
切
れ
目
を
強
調
す
る
」「
埋
没
防
止
効
果
」
と
は
正
反
対
の
働
き
と
な
っ
て

お
り
、
語
気
の
鋭
さ
を
表
現
し
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
一
九
五
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
夜
長
姫
と
耳
男
」
の
カ
タ
カ
ナ

表
記
を
考
察
す
る
。
こ
の
作
品
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
数
が
突
出
し
て
多
く
、

二
十
二
頁
の
中
に
一
二
〇
〇
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
見
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
個
性
の
薄
い
夜
長
の
長
者
を
除
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
登

場
人
物
が
そ
の
呼
称
の
一
部
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
徴

付
け
ら
れ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
よ
っ
て
固
有
性
を
付
加
さ
れ
る
構
造

は
耳
男
の
彫
っ
た
作
品
に
も
同
様
に
見
ら
れ
、
初
出
で
は
漢
字
表
記
「
化
け

物
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
耳
男
の
作
品
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
カ

タ
カ
ナ
表
記
「
バ
ケ
モ
ノ
」
へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
表
記

に
よ
っ
て
物
質
や
概
念
を
異
化
す
る
こ
と
は
、
読
者
を
作
品
内
部
か
ら
疎
外

し
、
閉
塞
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
異
世
界
を
現
前
さ
せ
る
効
果
を
有
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
者
か
ら
耳
男
に
対
す
る
呼
び
か
け
は
漢
字

で
「
耳
男
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
を
作
品
内
部
の
世
界
へ
と
繋
げ

る
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
と
し
て
耳
男
の
眼
が
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
他
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る
名
詞
・
形
容
動
詞
に
は
魅
惑
的
な
物
へ
の
形

容
、
些
末
な
も
の
を
表
す
語
、
夜
長
姫
が
も
た
ら
す
褒
賞
や
行
動
な
ど
、
作

品
世
界
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
わ
る
語
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
カ
タ
カ

ナ
表
記
化
に
よ
っ
て
意
味
が
希
薄
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
層
イ
メ
ー
ジ
を
喚

起
さ
せ
る
余
白
が
読
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
安
吾
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
漢
字
が
持
つ

重
厚
な
印
象
か
ら
逃
れ
て
文
章
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
軽
量
化
す
る
効
果
、
語

り
手
（
ま
た
は
発
話
者
）
の
固
有
性
を
強
く
表
示
し
て
実
在
感
を
持
た
せ
る

効
果
、
口
語
性
を
強
調
し
て
躍
動
感
を
演
出
す
る
効
果
、
作
品
の
題
材
と
関

係
の
深
い
語
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
全
体
の
印
象
を

形
成
・
補
強
す
る
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

坂
口
安
吾
と
は
、
自
身
の
著
作
の
中
で
伝
統
的
な
美
文
作
法
を
批
判
し
、

作
者
自
身
の
「
観
念
」
を
作
品
に
表
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
作
家
で
あ
っ
た
。

執
筆
者
は
、
そ
れ
ら
の
安
吾
自
身
に
よ
る
述
懐
と
、
批
評
家
に
よ
る
安
吾
へ

の
評
価
を
ふ
ま
え
て
、
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
一
九
五
〇
年
以
降
の
カ

タ
カ
ナ
表
記
の
増
加
が
美
文
か
ら
離
れ
て
自
己
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
選

択
さ
れ
た
表
記
方
法
だ
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
も
り
お
か　

ゆ
か
な
）


